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例会報告  ＶＯＬ．５１ Ｎｏ．３９（Ｎｏ．2401） ６月１１日（水）雨（司会 鈴木勝久委員長） 

 本例会での主な事項 

 ◎会長挨拶    ◎2013-2014年度事業実績報告 

        

 

誕 生 祝 

 

≪会員≫二本松恭行会員 

 

諸 報 告 

山野井周一副幹事 

２０１４－２０１５年度、事業計画の締め切りが６月２７日（金）です。宜しくお願いします。 

 

幹 事 報 告  染谷秀雄幹事 

 週報受理クラブ なし 

 例会変更通知 なし 

理事・役員会報告 

１． 常総花火大会協賛金について 

５０回大会につき、今回に限り１０万円協賛 

                               ・・・・・・承認される・・・・・・ 

 

お知らせ 

６月２５日（水）は、さよなら例会を１８時より糀屋さんで行ないます。 

 

会 長 挨 拶  熊谷 昇会長 

ご挨拶申し上げます 

先週の第 7 分区の親睦ゴルフコンペに参加された会員の皆様には、大変ご苦

労様でした。例年より早い梅雨入りでお天気が心配されましたが、何とか大降り

にならずに済み、楽しい親睦コンペができました。ご準備をいただいた大塚ガ

バナー補佐をはじめ、セクレタリーの皆さんには感謝もうしあげます。ありがとう

ございました。 

今週も先週に引き続き各委員会の活動報告をお願いしております。各委員長さ

んにはこの後発表していただきますのでよろしくお願いいたします。時間が足りなくなった場合は次週にお

願いします。 

また、明日の 12日にも新旧委員長会議を午後 6：００から予定しております。 

関係会員の皆様にはご出席のほどよろしくお願いいたします。 

挨拶を終わります。 
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２０１３－２０１４年度事業実績報告   

プログラム委員会  鈴木勝久委員長 

今年度は会長・幹事の意向に沿いながら卓話の立案とスムーズな例会進行を心掛

けて活動してまいりました。 

会長・幹事・会員の皆様の協力を得ながらプログラムを立案させて頂けたことは大変

感謝しております。例会進行も先輩を前にして緊張しながら毎回やっておりましたが、

なかなか和んだ感じで例会を進めることが難しくて、一年やらせて頂いてやっと慣れ

てきたころに終わりになるのは大変残念な感じがします。時間配分も大変難しくて苦

労した感じがあります。反省点が多かったのですが、苦手な分野で勉強になったこと

が多かったと思います。 

会長・幹事と一緒に行動させて頂きましたので、内側からロータリーを学ばせて頂けたのは、今後のロータリ

ー活動をやるにも大変勉強になったと思います。残すところ一回となりましたが、一年間ありがとうございまし

た。 

 

会報委員会  五木田利明委員長 

当委員会は、例会毎週報を発行し、正確な記録保存と情報伝達、そして会員相互の

親睦に寄与する事を目的としております。今年は５０周年記念誌にもなかった例会の

様子を写真に残したいと考え、月に一度写真を撮ってみました。その他写真をご提

供頂きありがとうございました。 

活字・写真のバランスを考えたもので皆様に楽しみ喜んで頂けたのではと思います。

どうぞ写真なども折りにふれご提出頂けると今後もよろしいのではと思います。最後

に和久さんのご尽力に感謝申し上げます。 

 

雑誌委員会  大串 卓委員長 

ＲＩの公認雑誌「ロータリーの友」を常総市役所、図書館、水海道第一高等学校

並びにつくばみらい市役所、図書館へ毎月配布しました。ちなみに両図書館に

は５０周年記念として、ロータリー文庫を寄付致しました。またロータリーの友１２

月号に、クラブ創立５０周年記念事業の一環として友好クラブであるオーストラリ

アのツウンバＲＣと共同で行なった、バヌアツ共和国のタンナ島にシャワールー

ムと子どもの診療所の建設が完成した記事が紹介されました。 

 

ＩＴ委員会  瀬戸隆海委員長 

 IT 委員会は、IT を活用し他クラブの情報をクラブメンバーに対し提供を行ってき

ました。更には、情報を通じて卓話者としてクラブ例会に招きました。 

 

 

 

 

 

職業奉仕委員会  斎藤広巳委員長 

職業奉仕委員会は、委員会の責務としてクラブ内において、それぞれの職業でよ

り良い社会貢献を目指すために、職業上の道徳的水準を高める活動をしてきまし

た。 

１． 第２週例会での「四つのテスト」斉唱 

２． 職業奉仕についての卓話として、ロータリー情報委員会との共同で、松坂会
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員を講師にセミナー開催 

３． 職場見学として、常総市議会傍聴 

 

社会奉仕委員会  山牟田 博委員長 

社会奉仕委員会は、地域社会で必要な地域に密着した奉仕活動を事業の柱とし

取り組んで参りました。 

１． グランドゴルフ大会・・・・水海道地区９月２０日実施させて頂きました。 

２． グランドゴルフ大会・・・・つくばみらい地区１０月２４日実施させて頂きました。 

３． １０月赤い羽根募金活動に会員の皆様方にご協力頂き、常総市社会福祉協

会とつくばみらい市社会福祉協会に寄付させて頂きました。 

４． 常総市文化祭１１月１０日に開催された福祉協議会主催のバザーに会員の皆

様から暖かいご協力を頂きました品々をバザーに役立てて頂きました。 

 

国際奉仕委員会  石塚利明委員長 

短期交換学生派遣事業につきまして、８月９日から１８日までの期間で、２名（女

子２名）の学生をツウンバロータリークラブに派遣しました。 

１月には、６日から１４日までの期間でツウンバロータリークラブより３名の学生を

受け入れました。今年は異例の受入で、６日に２人が守谷駅に直接来て１人だ

けを成田空港に迎えに行きました。また、１人が１３日に帰国し、１４日に２人が

帰国しました。 

地区国際奉仕委員会の「この指とまれ」国際奉仕への資金協力をいたしました。

会員の皆様のご協力に感謝申し上げ事業報告とします。 

 

青少年奉仕委員会  二本松恭行委員長 

古河のネーブルパーク研修センター「平成館」にて、平成２５年１０月１９日・２

０日の２日間にわたり、ライラセミナーに会員の社員２名が参加しました。 

また、育成支援金として、ボーイスカウトへ１０万円、ガールスカウトへ５万円を

５月１４日に贈呈しました。 

タイムカプセル事業として常総市が市役所完成後となっていますので、来期

に継続となります。 

 

ロータリー財団  白井 豊委員長 

地区目標の１３０ドル（年次寄付）、２０ドル（ポリオプラス）、さらに熊谷 昇会員には

ベネファクター、北村 仁会員にはポールハリスソサエティの寄付を頂きました。 

全会員のご協力を頂き、目標を達成することができました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

米山記念奨学会  横山 修委員長 

この委員会につきましては、米山記念奨学事業の意義の修得に努めると共に米

山関係行事の参加と、奨学生と会員の交流が深まるよう、努力致してまいりました。

下記の事業報告を致します。会員の皆様の温かいご指導ご協力に感謝申し上げ

ます。 

７月２１日（日）水戸プラザホテルにおいて、クラブ米山委員長・カウンセラー合同
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セミナーに参加致しました。 

１０月 米山月間には、奨学生、徐 佳鋭さんの卓話および地区より頂いてきましたＤＶＤを見て頂きました。 

１０月 普通寄付 ５，０００円（クラブ寄付会員数×5,000） 

    米山特別寄付 ２０，０００円以上を会員５４名１００％で、公益法人ロータリー米山記念奨学会に送付

致しました。９名の会員に米山功労者表彰がありました。 

４月１３日（日）～１４日（月）１泊２日  米山梅吉記念館見学（伊豆長岡研修旅行会）を開催し、会員有志１２

名の参加を頂き、米山記念奨学会の勉強会をさせて頂きました。特に「Keep 

Your Name Clean」（汝の名を汚すなかれ）（言葉の発祥詳細削除）の言葉には、

参加者全員が心に留めるものがあったようです。 

 

出 席 報 告   石井康弘委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜   暇 メーク 出席率 

５５名 ４５名 １０名 ０名 １０名 １００．００％ 

 

ニコニコボックス  倉持功典委員長             入金計 ￥43,000    累計 ￥1,923,000  

誕生祝御礼≪会員≫歳はとりたくないです。 二本松会員 

第 7分区親睦コンペご苦労様でした。また瀬戸会員、世界大会参加ご苦労様でした。  熊谷会員 

もう少しで解放されます。  染谷（秀）会員 

暑いのもいやですが、雨もいやです。   武藤会員 

分区ゴルフご苦労様でした。30位でした。  山野井会員 

第１ゾーンＡＲＲＦＣ３年間無事終了致しました。ご協力感謝致します。ロータリーゴルフ第３位入賞致しました。

素晴らしいパートナーに感謝致します。   北村（仁）会員 

クラブ訪問も明日１クラブで終了です。ご協力ありがとうございました。  大塚会員 

今年度も残りわずかとなって参りました。この一年間大変お世話になりました。  松坂会員 

女は、結婚したら夫に変わってほしいと思う。でも夫は変わらない。男は、結婚しても妻に変わらないでほし

いと思う。 でも妻は変わる。 皆さんのご家庭は如何ですか？    青木（正）会員 

世界大会に行って来ました。  瀬戸会員 

毎日歩いているおかげで少し痩せました。ありがとうございます。  染谷（正）会員 

金ウンビさんの来週来訪を連絡忘れすみませんでした。  五木田（利）会員 

分区親睦ゴルフ大会無事終了しました。水海道クラブの皆様には多数ご参加いただきありがとうございました。   

斎藤会員 

分区ゴルフお疲れ様でした。   石塚（利）会員 

分区のゴルフ、お疲れ様でした。景品無しのベストグロス賞頂きました。   北村（英）会員 

ゴルフお疲れ様でした。   古矢会員 

分区ゴルフ大成功でした。お疲れ様でした。  石井会員 

第７分区親睦ゴルフ大会を水海道ゴルフクラブで開催して頂きありがとうございました。  亀崎会員 

その他   隅屋会員 

ニコニコボックス目標まであと少しです。ご協力よろしくお願い致します。  倉持会員 

例会欠席しました。  雨谷会員 

 

会報委員会   五木田利明委員長   青木清人副委員長 
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親愛なるロータリアンの皆さん、オクラホマでは「積まれた薪の山の前を去る時は、見つけた時より少しだけで

も高くしておかなければならない」と言われています。これを実践するために、私は皆さんに参加をお願いす

る必要がありました。参加することは、私たちの今年度のテーマ「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生

を」そのものです。そして、私たち一人ひとりがそれを成し遂げました。私たちの一人ひとりが椅子から立ち上

がって、ロータリーを実践してきたので、私たちは人生を豊かなものに変えたのです。 

 

今年度、私は皆さんにそれぞれが新しい会員を連れてくるよう頼みました。国際ロータリー理事会は、世界中

で会員増強をする基盤をつくりました。16 の地域別会員増強計画が、今、進行中です。それぞれの地域で、

人々がロータリーにいる理由付けを確信できるように設定されたものです。 

 

子どもたちへの本の読み聞かせ、恵まれない人のための炊き出し、幹線道路沿いのごみ拾いといったプロジ

ェクトの手伝いをしてくれる会員候補者がいれば、あとはおのずと進んでいくと、私は信じています。彼らは、

自分たちが誰かの人生を変えたと実感するでしょう。そして、ロータリーの奉仕を通して与える時、それ以上

に報われると実感するでしょう。 

 

私はまた、皆さんにロータリー財団への寄付をお願いしました。今年度のガバナーは全員それを実行し、ロ

ータリーの歴史の中で、初めてこの約束を果たした「ファーストクラス（バートンＲＩ会長が今年度のガバナー

につけた呼称）」になりました。 

 

私たちは、自分のクラブで何の責任も持たないことを心地良く感じることがあります。その理由は、私たちがロ

ータリーをもっと実践するよう働きかけられていないからかもしれません。もちろん、例会に行って友人たちに

会うのは素晴らしいことです。しかし、もし皆さんが情熱を注ぎたければ、プロジェクトに関わる必要がありま

す。実践的なプロジェクトにおいては、皆、同じになれます。トラックから箱を降ろす作業をしている時、あな

たは隣の人と何ら変わるところはありません。その人は、あなたといささかの違いもありません。共に奉仕する

時、皆、仲間であり、このようにして人々は関わり続けるのです。 

 

ロータリアンは、ロータリーが行っていること、そしてその能力をあまりわかっていないことがあります。ロータリ

アンが、私が今年度見てきたように、プロジェクトがどのような影響を与えているのかを目の当たりにすること

ができたら、彼らの人生はより豊かなものになるでしょう。ロータリアンは、会員が良いことをしたいという共通

の思いを持ち、共に働くことで、とてつもないことを成し遂げる組織に所属していることを理解するでしょう。 

 

私は、ロータリアンが行っている善行を見て畏敬の念を抱き続けます。皆さんの活動のおかげで、薪の山は

少し高くなったと確信し、皆さんの一人ひとりがこれからも「ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を」続け

てくださることを願っています。 

RON D. BURTON 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 


